ある教育者曰く
『挑戦する「心」が、挑戦する「人間」をつくる。そして、その挑戦が
どんな結果になろうが、そこに残った「充実感」を誇りとしていきなさい。』
勉学は大学生活においても、やはり重要なものだと思います。高校までと違い、専門分野を深く学びます。人生の中で、今が自分の興味のある分野を学べる最後の時かもしれません。悔いが残らないようにするためには、どのような気持ち（心）でいけばよいのでしょうか・・・？
・何のための勉強か？
勉強は「社会に出てからの人間としての土台をつくるためにある」。こう私たちは考えます。なぜなら、勉強は自分自身の頭脳と心を耕すためにあるからだと思ったからです。しかし、「この勉強は意味があるのだろうか？」と疑問を持つ人も多いと思います。ただ、私たちが言えることは、“勉強する習慣をつけること＝努力する習慣をつけること”です。どんな状況でも、努力することができれば自身の大きな成長につながります。
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「何のために学ぶのか」と自身に問いかけることにより、常に何かを学んでいこうとする姿勢を持つ、ということが大事ではないでしょうか。
・目標を持ち努力していくこと

何かを学んでいこうとする姿勢を持つためには、まず目標を決めていくことが大切だと思います。次に、その目標に向かってできることを明確にし、それに向けて一日一日を充実させていくことが大切だと思います。

“絶対にこうしよう！”“こうなっていこう！”と心に決め、真剣に頑張り抜いていけば、結果がどうであれ、必ず自分が納得できる「充実感」が得られるものです。重要なのは、日々継続することです。どんなに辛く苦しくとも、決めた目標に向かって、負けないで懸命に努力を重ねることです。それが人生の土台を創ることになるのではないでしょうか？根が深くなければ、大木には育ちません。
まず、「できる所」「手をつけやすい所」から始めるのがいいと思います。努力する習慣をつけた人は、それこそが最高の｢財産｣になるのだから。
勉学を通して、その経験を糧に何でも乗り越えていくことができるようになります。
・好奇心を持ち幅広く学ぶ

理系の学生は「自分は工学系だからその分野だけやればいいや」と考える方も多いと思います。特に、この大学は自主的に学んでほしいという校風があります。それは自分が専攻している学科等にこだわらず、多岐にわたって学んでほしいという意味も含まれていると思います。そこで、大切になってくるのが「好奇心」を持つことだと思います。いろいろな事に興味を持ち、様々な科目を幅広く学べば、就職に役立つかもしれませんし、また新たな目標を見つけるきっかけになるのではないでしょうか。
今できることは無限大です。
まず、「最初の一歩」を踏み出す勇気を持つことです。「０から１までの距離」は、「１から１００までの距離」より大きいと言えます。「千里の道も一歩から」という言葉もあります。大切なのは「一歩」を踏み出すことです。今できること、それは「好奇心」を持ち、勇気の一歩を踏み出すことではないでしょうか。
「好奇心を大切にしてください。　

自分の考えを自分の言葉で説明できる人になってください」
田中耕一さん（ノーベル賞受賞者）

“Never lose a holy curiosity.”（聖なる好奇心を失うな）
アインシュタイン
大学生活をより充実させていくには、何か目標を持ち、「挑戦」していくべきです。挑戦することは、資格を取ることやインターンシップなど何でもいいと思います。挑戦をしようという「心」こそ大切です。
大学は、今後進む未来のために自分を磨く場所であるのだから…。頑張るも頑張らないも全部自分次第です。大学生活を充実させるために、目標を掲げ、向上心を持って生活することがよいのではないでしょうか。
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君には君にしかできない「使命」がある！！
